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2018年の我が国へのクルーズ船寄港回数や訪日クルーズ旅客数はいずれも過去最高を記録している．一

方で日本人のクルーズ人口は増加傾向にあるが，利用者比率は依然として低い水準である．現在，急速に

成長する我が国のクルーズ観光であるが，寄港地における観光行動が観光の満足度に与える影響は十分に

分析がされていない．そこで本研究では，日本人クルーズ客を対象とし，寄港地における観光実態を調査

した ．調査では，GPSロガーを用いて観光者の動態を分析し，またアンケートを用いて観光者属性と観光

の満足度の分析を行った．2つの分析結果を掛け合わせた結果，観光の満足度には寄港地での観光時間が

影響していることが明らかとなった． 
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1． はじめに  

 

近年，我が国ではクルーズ観光が注目されており，

2017年の我が国へのクルーズ船寄港回数は2,764回，訪日

クルーズ旅客数は252.9万人を記録し，いずれも過去最

高となった¹⁾．近年の推移を見ても堅調に増加している

ことが分かる（図-1，図-2）²⁾．また，観光庁が策定し

た「明日の日本を支える観光ビジョン」³⁾には「2020年

までに訪日クルーズ旅客数を500万人にする」という目

標が掲げられるなど，我が国のクルーズ観光は今後も発

展していくことが期待できると言える．一方で，日本人

クルーズ人口は増加傾向にあるものの，利用者比率は訪

日クルーズ旅客に比べ，依然として低いことが現状であ

る．クルーズ観光が継続して発展していくためには，増

加傾向にある日本人クルーズ旅客の観光実態を把握し，

具体的な振興策を打ち出すことが重要である． 

現在，注目される我が国のクルーズ観光であるが，寄

港地における観光者の行動パターンと観光の満足度の関

係の把握は十分になされていない．本研究では，金沢港

に寄港するクルーズ船を対象とし，GPSロガーとアンケ

ートを用いて日本人クルーズ客に対して調査を実施する

ことで，観光行動と観光意識の把握を試みた． 

図-1 我が国へのクルーズ船の寄港回数の推移²⁾ 
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図-2 訪日クルーズ旅客数の推移²⁾ 
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2. 既往研究と本研究の位置づけ 

 

「GPSを用いた観光動態の分析に関連する研究」とし

て，矢部ら⁴⁾は，GPSを用いた行動調査の分析手法につ

いて，様々な可視化の手法に注目してその有効性を検討

した．また長尾ら⁵⁾は，GPSデータから観光行動情報を

抽出することで，従来のアンケート調査の負担軽減の可

能性を示した． 

「クルーズ船客の観光行動や観光意識に関連する研究」

として，大澤ら⁶⁾は，金沢港に寄港するクルーズ船客を

対象に，GPSを用いた観光行動分析のための分析手法を

提案している．また大西ら⁷⁾は，アンケートを用いてク

ルーズ船客の寄港地での満足度や再訪意向，消費額など

を調査し，観光者の意識分析を行っている．  

しかしこれらの研究は，観光者の観光行動のみに着目

した分析や，観光意識のみに着目した分析であり，これ

らを掛け合わせた研究は行われていない．本研究では，

GPSデータにより分析した観光動態と，アンケートによ

り調査した観光意識の関係を分析し，観光者の動態が寄

港地での満足度に及ぼす影響の把握を行う． 

 

 

3. 金沢港及び調査の概要  

 

(1) 金沢港の概要  

金沢港は，観光の拠点である駅までの距離が港から比

較的近いことに加えて，市内には兼六園，金沢城，近江

町市場などの観光地が同一エリア内に集中しており，観

光時間が制限されるクルーズ船客の寄港地観光に向いて

いることから，今後の日本海側のクルーズ拠点港として

注目されている．本研究では金沢港に寄港したクルーズ

船の乗客を対象として行った調査結果をもとに分析を行

う． 

 

(2) 調査の概要 

 調査対象とした乗客は一時上陸をするツアー以外の日

本人クルーズ船客であり，口頭で調査の趣旨や目的を説

明し，同意を得られた乗客にのみ調査の協力をお願いし

た．調査方法としては，港にて観光者にGPSロガーとア

ンケートを配布し，ロガーをその場で腕に装着して頂い

た．装着した時点からGPSデータの取得を開始し，観光

を終了し港に戻ってきた時点でデータの取得を終了した．

その際に記入済みのアンケートと共に回収する．表-1に

は調査実施日や来航船名及びアンケートとGPSロガーの

標本数を示す． 

 a) アンケートデータの概要 

 本調査で用いたアンケートでは，観光者の個人属性

（年齢，旅行人数，クルーズ経験回数，金沢港に寄港す 

 

るクルーズの経験回数，クルーズ以外での金沢への来訪

回数）や，今回の観光（訪れた観光地とその場所での満

足度，金沢の総合満足度，再訪意向）についての設問を

設けている．表-2に示した個人属性の回答割合を見ると，

年齢に関しては60～70代の観光者が多く，過半数が高齢

者であった． 

 旅行人数に関しては，「2人」の回答割合が最も高か

った．その中で旅行の同行者を尋ねる問いでは「夫婦」

の回答が多く，年代を考慮すると定年退職後の夫婦でク

ルーズ旅行を楽しむ者が多いことが考えられる． 

 クルーズ経験回数に関しては，「1回」の割合が44.8%

と最も高く，およそ半分の観光者が初めてのクルーズ旅

行であることが明らかとなった．また「5回以上」，

「10回以上」の回答を併せると20%を超える割合であっ

た．金沢港に寄港するクルーズの経験回数は，ほとんど

の回答が「1回」であり差が見られないため割愛する． 

 過去の金沢への来訪回数に関しては，1度だけ来訪経

験がある回答者が27.3%で多くを占めており，次いで 

「5回以上」の回答割合が高い．また「今回が初めて」，

「2回」，「3回」の回答は同率の15.6%であった． 

調査日 来航船名 停泊時間 アンケート GPSロガー

2018/5/9 MSCスプレンディタ 8時～20時 8 11

2018/5/24 コスタ・ネオロマンチカ 8時～18時 9 7

2018/6/30 ダイヤモンド・プリンセス 7時～18時 11 10

2018/7/16 コスタ・ネオロマンチカ 7時～18時 14 15

2018/7/28 コスタ・ネオロマンチカ 7時～14時半 18 19

2018/10/25 MSCスプレンディタ 7時～16時 13 15

2018/11/3 MSCスプレンディタ 7時～16時 14 15

表-1 クルーズ調査の概要 

階級 回答割合(%)

30 6.4

40 15.4

50 17.9

60 26.9

70 30.8

80 2.6

1 2.3

2 77.9

3 7.0

4 11.6

5 1.2

1 44.8

2 12.6

3 12.6

4 6.9

5回以上 16.1

10回以上 6.9

初 15.6

1 27.3

2 15.6

3 15.6

4 2.6

5回以上 19.5

10回以上 3.9

年代

金沢への
来訪回数

クルーズ
経験回数

旅行人数

表-2 アンケート回答者の個人属性 
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b) GPSデータの概要 

本調査では位置情報のみを取得可能な i gotU GT-900⁸⁾

を使用した．取得したGPSデータは専用のソフトウェア

を用いることで，計測されたプロットデータごとの時刻，

座標，速さなどを把握することや，実際の移動経路の軌

跡を表示することが可能である．これにより観光者の動

態把握を行った． 

 図-3には観光地での滞在時間の合計のヒストグラムを

示す．これを見ると，分布は60～330分にまで広がって

おり，観光地に滞在している時間の合計にはばらつきが

見られた．また図-4には，下船し市内に滞在している時

間のヒストグラムを示す．これを見ると，ほとんどの乗

客は6時間以内に観光を終え船に戻っていることが分か

る． 

 しかし，クルーズ船の停泊時間は日により異なる．し

たがって，停泊時間により観光時間や滞在時間には差が

生じることが予想される．そこで，合計の観光時間を市

内の滞在時間で割り，観光の割合を算出した．これによ

り，市内に滞在してる内，観光地での観光に費やしてい

る割合を把握することが可能である．図-5にそのヒスト

グラムを示す．これを見ると，多くの観光者は市内に滞

在しているうちの6～8割を観光に費やしていることが明

らかとなった． 

 

 

4. 観光行動と観光意識の掛け合わせの分析  

 

 クルーズ観光において，観光者の行動パターンが観光

の満足度に与える影響を把握すべく，アンケート調査よ

り得られた観光者属性のデータやGPSロガーより得られ

た観光時間などのデータを説明変数，金沢の総合満足度

を目的変数として数量化Ⅰ類を用いて分析を行った．分

析に用いた説明変数とその尺度を表-3に示す．  

 ここで，クルーズは時間制約型の観光であり，寄港地

での観光時間は総合満足度に影響を与える規定要因でる

と考えた．本研究では，観光時間の説明変数に着目し分

析モデルを4つ作成した．表-4に分析結果より，各説明

変数と総合満足度の相関係数値及び各分析モデルの精度

を示す． 

・モデル1は，すべての指標を説明変数に用いたもの 

・モデル2は，観光時間及び観光者属性に関する指標を

説明変数に用いたもの 

・モデル3は，観光時間を含む観光行動に関する指標の

みを説明変数に用いたもの 

・モデル4は，モデル1からモデル3の中で相関係数値が

0.3以上であったものを説明変数に用いたもの 

である．いずれの分析結果も重相関係数値は高く分析の 

精度は全体的に良好であると言える．また分析結果より
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図-3 合計の観光時間のヒストグラム 
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図-4 市内滞在時間のヒストグラム 
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図-5 観光割合のヒストグラム 

表-3 観光者属性に関する指標 

尺度

年代
①30代，②40代，③50代，

④60代，⑤70代以上

人数 ①1人，②2人，③3人，④4人

クルーズ
経験回数

①初めて，②2回目，③3回目，
④4回目，⑤5～9回，⑥10回以上

金沢への
来訪回数

①初めて，②2回目，③3回目，
④4回目，⑤5回以上

観光時間
①1h以内，②1～1.5h，③1.5～2h，
④2～2.5h，⑤2.5～3h，⑥3～3.5h，

⑦3.5～4h，⑧4～4.5h，⑨4.5～5h，⑩5h以上

観光割合
①30～40%，②40～50%，③50～60%，
④60～70%，⑤70～80%，⑥80%以上

停泊時間 ①7.5h，②9h，③10h，④11h，⑤12h

観光地数
①1箇所，②2箇所，③3箇所，

④4箇所，⑤5箇所，⑥6箇所以上

説明変数

観光者属性

観光行動
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4つのモデルの各説明変数のレンジ値を表-5に示す．こ

れを見るとすべてのモデルにおいて観光時間のレンジが

高く，用いた説明変数の中で観光時間が金沢の総合満足

度に最も影響を与えている要因であることが明らかとな

った．また各モデルの観光時間のカテゴリースコアを図

示すると図-6のようになった．なお，観光時間の指標

⑩：5h以上の有効データは2つのみであったため削除し

た．図より，近似曲線の決定係数Rの²値は大きく，観

光時間と総合満足度には高い相関関係があることが明ら

かとなった．以上のことより，観光地で過ごす時間が長

ければ，金沢の総合満足度も高くなる傾向があると言え

る． 

 

 

5. 観光形態に関する分析 

 

クルーズ観光は日により船の停泊時間が異なるため，

市内での観光可能時間は停泊時間によって制約される．

単純に停泊時間が長いほど市内で観光可能な時間は増え

ることになるが，実際に寄港地で観光する時間は乗客の

自由である．そこで，分散分析を用いてクルーズ船の停

泊時間ごとでの観光時間の平均の差を評価するとともに，

その推移を分析した．また同様に，市内に滞在している

時間と訪れた観光地の箇所数においても，停泊時間ごと

の平均の推移を分析し，市内における観光者の観光形態

に違いが生じるかを検証した． 

 分散分析の結果を表-6に示す．これを見ると，停泊時

間ごとの観光時間，市内の滞在時間，観光地数の平均に

はいずれも有意性が認められ，停泊時間ごとで差が生じ

ることが明らかとなった． 

図-7には停泊時間ごとの観光時間と市内滞在時間の平

均の差の推移を，図-8には観光地数の平均の差の推移を

示す．観光時間や市内の滞在時間については，およそ停

泊時間が長くなれば合計の観光時間も長くなることが明

らかとなったが，船の停泊時間が10時間以上になると伸

びることはなく，以降は緩やかに下がっていることが分

かる．観光地数については，停泊時間が7時間半の場合

と12時間の場合で変化がなく，10時間前後で多くなるこ

とが明らかとなった． 

以上より，クルーズ観光者は船の停泊時間が10時間程 

 

度あれば，金沢の観光を終了し船に戻ってくると言える．

また，単純に停泊時間が短ければ，訪れる観光地数は少

なく観光時間や市内の滞在時間も短いことが明らかとな

った．しかし，停泊時間が12時間程度になると，停泊時

間が短い場合に比べ観光時間や市内滞在時間は増えるが，

訪れる観光地数は減少する．したがって，船の停泊が長

時間の場合は1箇所当たりの観光時間が長くなるか，徒 
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モデル1 モデル2 モデル3 モデル4

年代 0.8003 1.3194 1.3978

旅行人数 1.5297 1.8501

クルーズ経験回数 1.3833 2.2194

金沢来訪回数 1.1390 0.7929 0.9100

観光時間 4.6265 3.8376 5.0840 4.4265

観光割合 1.3409 1.0221

停泊時間 1.5898 3.1699 0.8919

観光地数 1.8975 1.6070

レンジ値
説明変数

観光者属性

観光行動

表-5 各モデルの説明変数のレンジ 

表-4 相関係数値及び分析の精度 

モデル1 モデル2 モデル3 モデル4

年代 0.1888 0.4508 0.4217

旅行人数 0.1240 0.1751

クルーズ経験回数 0.2734 0.2560

金沢来訪回数 0.3265 0.2849 0.3253

観光時間 0.3452 0.3621 0.3149 0.3532

観光地数 0.0620 0.1055

観光割合 0.2209 0.2061

停泊時間 0.1662 0.3756 0.1589

0.8323 0.7245 0.7201 0.6943

0.6928 0.5249 0.5186 0.4820決定係数

観光者属性

観光行動

説明変数

重相関係数

有意性

7時間半 9時間 10時間 11時間 12時間 *：P<0.05 **：P<0.01

観光時間 2:05:16 2:34:15 3:43:50 3:26:32 3:12:10 5.6911 P < 0.001 **

市内滞在時間 3:11:46 3:43:26 5:27:54 5:21:32 5:08:16 9.9553 P < 0.001 **

観光地数 2.188 3.862 3.400 3.500 2.091 4.0533 0.0050 **

P　値F　値
平均

表-6 分散分析の結果 
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歩などで市内をゆっくり観光する傾向があると言える．

クルーズ観光者は，船の停泊時間により観光形態が変化

することが示唆される． 

 

 

6. まとめと今後の課題  

 

(1) 本研究のまとめ 

本研究では，観光者属性や寄港地における観光者の行

動パターンが観光の総合満足度にどのような影響がある

かを把握すべく分析を行った．クルーズ観光は時間制約

型の観光であることから，観光時間が総合満足度に影響

を与える規定要因であると判断し，数量化Ⅰ類によりそ

のカテゴリースコアを分析した結果，観光時間が延びる

につれて総合満足度も高くなる傾向があることが明らか

となった．また，クルーズは日により停泊時間が異なる

ことから，停泊時間ごとの観光時間や市内滞在時間，観

光地数がどのように変化するかを分散分析を用いて検証

した．その結果，停泊時間によって観光形態が変化する

ことが明らかとなった．観光時間と総合満足度が高い相

関関係にあることを考慮すると，停泊時間を10時間以降

にすることが満足度の向上につながると考えられる．ま

た，船の停泊が10時間から12時間までの間は観光地数が

変化するのみである．船の停泊料を踏まえると，停泊時

間を10時間にすることで，クルーズ船の誘致しやすくな

ると言える． 

 

(2) 本研究の課題 

 本研究では，GPSにより得られた観光者の行動データ

やアンケート調査より集計した観光者の属性データを観

光の総合満足度と掛け合わせて分析を行った．本調査で

使用したアンケートでは，単に観光の「満足度」を尋ね

ているが，詳細な分析をする上では観光者が何に満足を 

 

したかや，なぜその観光地を訪れたかなどの細かい観光

情報が重要である．観光者の行動パターンに影響を与え

る観光意識には様々な要因が考えられ，本研究は調査項

目を変更しながら繰り返し調査をしていく必要がある．

被験者の負担を考慮しつつ新たな調査項目を設け，観光

者の動態と意識をより高度に掛け合わせることで，様々

な角度からの振興策の提案が可能になるであろう． 
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図-7 観光時間と市内滞在時間の平均の推移 
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図-8 観光地数の平均の推移 
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